
　
染
織
品
に
模
様
を
施
す
加
飾
技
法
に
は
様
々
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
古
代
中
国
で
高
度
な
発
展
を

遂
げ
た
織
の
技
法
は
、
日
本
で
は
格
式
高
い
も
の
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
刺
繡
も
、
飛
鳥

時
代
よ
り
仏
の
姿
を
繡
で
あ
ら
わ
す
繡
仏
が
制
作
さ

れ
、
織
と
と
も
に
重
ん
じ
ら
れ
ま
し
た
。
中
世
か
ら

近
世
に
は
染
の
技
法
が
発
展
し
ま
す
。
平
面
性
の
強

い
染
と
、
糸
の
盛
り
上
が
り
で
立
体
感
を
表
現
で
き

る
刺
繡
は
相
性
が
よ
く
、
両
者
を
組
み
合
わ
せ
た
小

袖
の
優
品
が
多
数
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、

武
家
の
式
楽
と
し
て
隆
盛
し
た
能
の
装
束
に
は
重
厚

な
織
が
多
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
根
津
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
礎
を
築
い
た
初

代 

根
津
嘉
一
郎
（
1
8
6
0
〜
1
9
4
0
）
は
、
古

美
術
品
の
豪
快
な
蒐
集
で
名
を
馳
せ
ま
し
た
が
、
そ

の
意
欲
は
染
織
品
に
も
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
記
録
を

紐
解
く
と
、
多
い
時
に
は
70
点
以
上
の
染
織
品
を
一

度
に
購
入
す
る
よ
う
な
大
胆
さ
が
見
ら
れ
、
30
年
近

く
に
渡
っ
て
蒐
集
し
た
も
の
の
中
に
は
、
法
隆
寺
や

正
倉
院
伝
来
の
錦
や
刺
繡
裂
を
は
じ
め
、
大
名
家
伝

来
と
思
し
き
唐
織
や
縫
箔
と
い
っ
た
能
装
束
、
江
戸

時
代
の
女
性
が
晴
れ
着
と
し
て
着
用
し
た
小
袖
な
ど
、

幅
広
い
時
代
に
わ
た
る
染
織
品
が
含
ま
れ
ま
す
。
途

中
、
売
却
・
譲
渡
や
戦
争
に
よ
る
散
逸
は
あ
り
ま
し

た
が
、
4
0
0
余
点
を
数
え
る
現
在
の
所
蔵
品
の
一

部
に
は
、
伝
来
や
旧
所
蔵
者
が
判
明
・
推
測
さ
れ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
企
画
展
で
は
、
織
と
刺
繡
の
優
品
を
軸
に
、

嘉
一
郎
が
晩
年
ま
で
継
続
的
に
集
め
た
館
蔵
染
織
品

を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

　
一
年
で
最
も
大
き
な
節
目
で
あ
る
年
末
年
始
、
華

や
か
か
つ
厳
か
な
染
織
品
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

ぬ
い

し
ゅ
う
ぶ
つ

し
き 

が
く
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からおり　　きんじ しだれざくらはなぐるまもよう

唐織　金地枝垂桜花車模様　
1領　絹
日本・江戸時代　19世紀
根津美術館蔵

鱗文と向い鳥丸文を、大胆な色づかいで大きく繡いあら
わした能装束。渡し繡の技法や袖幅が身頃よりも狭い形
態は、桃山時代から江戸時代初期の小袖の特徴を示す。
表着の下に隠れる着付でありながら全面に凝った刺繡が
施されている点が心憎い。初公開。

九条袈裟　紅地花唐草模様黄緞　
1領　絹
日本・桃山～江戸時代　17世紀
根津美術館蔵

くじょうけ  さ　　  べに じ はなからくさ も ようおうどん

上代裂　緑地草花文刺繡
1枚　絹
日本・奈良時代　8世紀
根津美術館蔵

じょうだいぎれ　 みどりじくさはなもんししゅう

着付　紅地鱗向い鳥丸模様
1領　絹
日本・桃山～江戸時代　17世紀
根津美術館蔵

 き つけ　    べにじうろこむか      とりまる  も  よう

牡丹や菊、扇、貝などを織り出した３種類の黄緞を用
いて仕立てた九条袈裟。黄緞は経糸に絹糸、緯糸に木
綿糸を用いた織物のことで、模様は絹の色糸や平銀糸
であらわされる。中世から近世初期に中国から輸入さ
れ、以降日本で盛んとなる平金銀糸織物の生産にも影
響を与えたと思われる。初公開。

たていと ぬきいと

緑の綾地に刺繡で華やかな唐花風の草花文をあらわした
三角形の裂。これは、仏殿の内外を荘厳するための幡の
最上部を飾った幡頭と考えられる。

ばん

振袖　綸子地桐鳳凰模様
3領　絹
日本・明治時代　19世紀
根津美術館蔵

ふりそで　    りん ず    じ きりほうおう  も  よう

（部分・拡大）

うわぎ

白・紅・黒と地色を変えて、同じ模様を刺繡と鹿子絞であらわし
た三襲の振袖。武家で重んじられた婚礼衣装の様式を、豪商が踏
襲して仕立てたものであろう。

みつがさね

かのこしぼり

左上：単衣　紫絽地御簾に猫草花模様（日本・江戸時代　19世紀）　　 右上：唐織　紅薄縹段鉄線唐草模様（日本・江戸時代　19世紀）　
左下：上代裂　緑地草花文刺繡（日本・奈良時代　8世紀）　     

P.1掲載作品　（すべて部分図、当館蔵。）

右下：唐織　紅地青海波に松帆浜辺模様（日本・江戸時代　19世紀）

八重の枝垂桜に花車を組み合わせた大ぶりの模様を、段
ごとに向きを変えてあらわしている。唐織は能装束の中
でもとりわけ豪華なものが多いが、ことに平金糸を全面
に織り込んだ総金地の本作は、絢爛さと格調の高さを兼
ね備える。

ひらきんし　

けんらん





企画展「繡と織－華麗なる日本染織の世界－
ぬい　       おり　       か   れい　                   に   ほんせんしょく

根津美術館

2023年12月１6日［土］～2024年1月28日［日］　（12月25日～1月4日休館）
　
午前10時～午後5時 （入館は閉館 30分前まで）

毎週月曜日、ただし 1月8日（月・祝）は開館し、翌9日（火）は休館
※年末年始12月25日(月）から 1月4日（木）まで休館

オンライン日時指定予約　　一般　1300円 （1100円）　 学生　1000円 （800円）

地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線〈表参道〉駅下車A5出口（階段）より徒歩8分、
B4出口（階段とエスカレータ）より徒歩10分、B3出口（エレベータまたはエスカレータ）より徒歩10分

〒107‐0062 東京都港区南青山 6‐5‐1

Tel.  03-3400-2536 （代表）  
website   https://www.nezu-muse.or.jp

＊本資料掲載の内容は、予告なく変更になる場合がございます。最新の情報は当館広報課 へお問い合わせください。(2023.10.)

次回展

・（  ）内は障害者手帳提示者及び同伴者１名の料金。中学生以下は無料。
・当日券（一般 1400 円、学生 1100 円）も販売しております。
　（ご予約の方を優先してご案内いたします。当日券の方は少々お待ちいただくことがあります。
　混雑状況によっては当日券を販売しないことがあります。）
・2023 年 12月12日［火］より当館ホームページで予約を受け付けます。
・ご予約は1グループ 10名までとさせていただきます。

企画展「魅惑の朝鮮陶磁」/ 特別企画「謎解き奥高麗茶碗」
2024 年 2月 10日［土］～ 3月 26日［火］ 　

古くから日本の陶磁器に強い影響を与えてきた朝鮮陶磁。館蔵品を中心にその歴史を概観するとともに、
高麗茶碗の魅力を見つめなおします。展示室 2の特別企画と共にお楽しみください。

左:　粉青印花牡丹文厨子　朝鮮・朝鮮時代　15世紀　　

右 :　［特別企画］  中尾唐津茶碗　銘 福寿草　日本・桃山時代　16世紀
　　  いずれも根津美術館蔵

おくごうらい ちゃわん
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